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◎友人・知人各位

昨年父が９２歳で大往生。１１月も半ばを過ぎて「大往生とは言っても年賀状出しては
いけないのよ」とカミさんに言われる。しかし、ありきたりの欠礼の挨拶状を出すのもつ
まらない。それならアマダイ通信と兼ねればコストパフォーマンスもいいと、１週間ほど、
夜毎酔擾lした頭を冷気で冷やしながらワープロを叩き、師走の頭にようやく発送。いつも
より誤植が多いと反省しながらも、どうにか間に合ったと胸をなでる。

ところが、元旦に目をさますといつもより少ないものの年賀状がどっさり。「せっせと
書き送っているけど誰も読んでくれてないのよ」とカミさんにからかわれ､心中穏やかな
らざるものあり。だが目を通して行くと「通信をありがとう」と書き添えてある賀状が何
通も。ひとまず安心。聞くと身内に不幸があっても賀状を出すのはまずいが､いただく分
には織わないのだとか。

そこで来年の賀状は紅白の縁取りに年賀と大書したピンクの封筒を千枚ほど謎え、アマ
ダイ通信に着せてみようかと思ったりする。そして表に連番を刻み、抽選の上、当選者に
は田舎の漁協特製の甘鯛の一夜干しをプレゼントすれば、お年玉つき年賀状になる。賀状
を葉書に限ることばない。もっとも今度こそ誰にも読んでいただけないかも知れないが。
眉間に鮫寄せ頭を抱えるような問題の多い昨今ですが、物は考え橡。空冷式のキャパの

小さい頭脳に勉強と思考の棲会を、なまった体に行動のチャンスまで天が与えてくれてい
るのかも知れません。地球大のクロスワードパズルを解く気分で？1面白真面目に瞥き送り
たいと思います。今年も宜しくお願い致します。

◎鮫は刺身で食べられる？

思いの外沢山来てしまった賀状に目を通した翌日、思い立って秋田に飛ぶ。４年に１回
の高校の同期会が２日にあり、３日は中学の同期生と能代で飲む。いつも能代で飲むと八
森の生家か東能代の長兄宅までタクシーを走らせるのだが、今回は能代の大原旅館に宿を
取り、朝食後五能線で生家まで通い、夕方又飲みに能代まで出る。能代から八森の、又そ
の北外れの岩館の生家まで３０ｋｍほど、タクシー代よりホテル代がずっと安い｡それに
飲み屋からホテルまで這っても行ける。心おきなく２次回、３次回と梯子する。
鞄には現代のマルクス？Ｐ・クルーグマンの「資本主義経済の幻想」と佐藤章の「金融

破綻」を忍ばせる。暖炉の暖かみを背中に受け居間の開口の大きな掃出しの窓を通してし●

んしんと降る雪を眺めながら読む。タイミングよく義姉がお茶を入れてくれる。このii》け
さ、この開放感。音もなく落ちてくる白いものが目に入ってきて頭の中まで満たされるよ

うな気がする。せせこましく、慌ただしい都会にはない田舎の良さをしみじみと味わう。
２泊した帰り際、にまち」の発車まで時間があったので、１２月に挨拶に伺いお世話

になった上野ＪＲ東日本秋田支社長に年始の挨拶に寄り、秋田白神駅のホテルについて再
度お話しを聞かせていただく。計画は生きていて、春から秋の集客の目途はつくのだが冬
場の集客の見通しが立たないので実行に踏み切れないようだ。しかし、目の前で獲れたば
かりの美味しい旬の魚や白神の山で採れた山の幸に舌鼓を打ち、波の花飛ぶ日本海を眺め
ながら温泉につかり、大きな静けさの中で瞥を紐解く。それに忘れてはいけない美味しい
地酒の白爆がある。これで十分だと思うのは私だけだろうか。
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猿の食害に困った町が、宿舎を提･供して猿追いをしてくれるボランティアを募ったとこ
ろ、どうせ応募者はいないだろうとの予想を裏切り、東京から夫婦者がアゴ、足自分持ち
で駆け付け、楽しかったのでまた来たいと言って帰ったと話題になっていたが、余所で暮
らしたことがないとその良さがわからないのである。鮫というと大纏の人はふか鱈のスー

プ、精々スリ身くらいしか思い浮かばないが、獲れたての鮫の刺身はなかなか乙なもの。
鮫は小さく切って湯がき、おろし大根と一緒に三杯酢で食べるもよし、味噌漬けにして焼
いて食べるのもいい。卵胎生なので黄身しかない卵も美味しい。それに鰯や頭などの軟骨
を蒸して固めた鮫のペッコーは絶品である。時間をおくと鮫はアンモニヤが出てすぐ臭く
なり食べられたものではない。都会では絶対味わえない美味しさだ。翻会の人間はタラコ
というと明太子しか思い出せないが、元々すり身用の魚であるスケトーグラの子は加工し
なければ食えないほどまずいのである。壇と言えばお腹を膨らませ、口から舌を出し、目
を飛び出させて深海から上がってくる－抱えもある真鰯である。身も卵も白子も代用食品
のスケトーダラの比ではない。ハタハタに駿醸もフグもある。数え上げたら切りがない。
元々獲れたての鮫を食べるなどという特権を行使したことのない都会の人間は、田舎の人
間が声を大にして言わなければ冬場の日本海の魚を味わってみようなどと思いはしない。
そんな不幸な人間に鮫の刺身や鮫のベッコーを食べさせてやる努力をすることで、冬場
の菓客も可能になる。ＪＲにお願いするだけではなく、自分達も知恵を絞る、そのために
は田舎の良さを自分達が先ず認識することである。・鮫なんか、田舎ではこんなものしか

食べられない。ではなく、．ここでしか食べられない鮫を食べる幸せロへと発想を転換す
ることから始めなければいけないのではないだろうか。

◎日本をどうする１団塊ネット新春大討鎗会

一見小康状態の金融危機ですが、期末を越えるとどうなるのか。日本は政治と行政、経
済の櫛造改革を果たしてハッピイな高齢化社会を迎えることができるのか。１月２１日に
新年会を兼ね、会員の朝日新聞の早野鱈集委員をコーディネーターに団塊世代の詰客を迎
え、本年第一弾の討論会が憲政記念館で行われました。仙谷議員にはこの後入会していた
だきました。

●自自連立について

早野透（朝日新聞編集委員、「ポリチカにっぼん」連戟）：自自連立は何のためですか。
坂井隆憲（衆譲院議員、自民党財政部会長、大蔵省出身、会員）二目社さは違う流れの勢

力が組んだ禁じ手での合従連衡。それと比べると自自連立は驚きが少ない。党首が●

暴走する時に自由党がチェックする。

早野：違いが小さいということ、刺激剤になるということですね。

仙谷由人（衆議院議員、民主党企画委員長、弁護士）：何かうさんくさい。歴史的に例え
ると公武合体だ。アメリカー辺倒へのフラストレーションをなだめるもので、日本
人にモラルハザードをもたらす。何をやってもいいということになる。わが党の中
にもないわけではないが。

早野：自自連立を組んでも参議院で過半数に届かない。公明・改革が協力するか否か、が
鍵になる。そういう立場で目自連立をどう評価しますか。

西川友雄（衆議院議員、改革クラブ政審会長、建設省を経て弁護士、会員）：「金融国会
がスピードに欠けたので自自連立を組んでスピードを上げよう」というのが小渕緯
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理の発想だが、選挙の洗礼を受けていないと私も所属した小沢党首の新進党は自社
さに反対したのだから、基本的には私は自自連立に反対の立場です。

●大型補正と財政赤字

早野：宮沢蔵相が１回から大魔神を登板させるようなものだという大型補正予算が成立し
ましたが、これで景気が回復するでしょうか。

坂井：自自連立は確かにスッキリはしない。大型補正で国内の需要は回復するだろう、ア
メリカ、中国がどうなるか等の問題はあるが。この１０年間・政治改革。と言って
他のことをやらずに来た。構造的な問題を考えて行かないと日本の中長期的な発展
はない。

仙谷：予算に占める公償比率が３１％になった。いつまでこんなことをやって行けるのか。
民間投資はＧＤＰの１０％を割るのではないか。財政投資で経済を底上げする社会
主義的手法だ。金利が１％アップすれば５兆円利息が増える。この３月期は自動車
がトヨタ、本田以外は赤字決算、電機も黒字は松下、ソニーだけ。鉄鋼は新日鍵１
社だけか。樹造変革の時期なのに助役で変革を先延ばしするだけだ。基幹産業が法
人税を払わない時代に入って来た。別のことを考えなければならない。

西川：バブル崩壊後８０～１００兆円の公共投資をしたのに現在の状態だ。構造改革しな
いと変わらない。都市に投資する必要があるのにそれができないのは選挙に問題が
あるからだ。それに税の規制があって新しい金融商品が日本に入って来ない。

●ガイドラインについて

早野：ガイドラインの問題はどうですか。自衛隊がアメリカの支援のために日本以外に出
て行くことになります。日米安保の周辺事態と後方支援は戦争の最中に外に出てい
くことです。

坂井：国際情勢の中でガイドラインを通して行く必要がある。今は国連軍はないので参加
の限界を変えることはできないと個人的には思っている。

仙谷：民主党はまだ最終的態度を決めていないが、周辺事態のあいまいさが問題だ。地域
を限定しない周辺事態はおかしい。しかもかって侵略して友好関係を築いていない

地域だ。果たしてアメリカの利益が全て日本の利益になるのか。イラクへの攻撃で
はアメリカは腰が引けている。陸上戦ができない。周辺事態の範囲を変えるのであ

れば法律を改正しなければならない。後方支援にはその都度国会の承認が必要だ。
日本の主体性を確立し、自立する必要がある。

西川：アメリカのイラク攻盤中止決定の日に国連に行ったが、国連決議を考える時に国連･

は誰のためにあるか考える必要がある。アメリカは国連はアメリカのためにあると
思っている。少なくとも後方支援には国会の事後承認は必要だ。

●少子高齢化社会への対応

早野：公債をこのまま出し続けていいのかと言って橋本総理は選挙に負けたが、少子高齢
化の時代にそれではどうするのか。

仙谷：女性の問題が一番難しい。年金の問題をどうするか。２６００万人の主婦に働いて
もらうのかどうか。このままでは２０２５年には１０人の労働人口で８人の高齢者
を扶養することになる。とすれば税なり保険で取る部分を多くするか給付を削る必
要がある。転職、職業訓練に金を使って労働人口を増やす必要もある。

坂井：個人的意見だが、大きな変革期でどこも明確に方針を出せない。家族の変容、核分
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裂の時代だがこれに対応できていない。配偶者控除が２兆円あるがこれを廃止して

日本の資本である子供に使うべきだ。国は借金があるが個人は豊か○だが生活の豊

かさを感じられない。エステ化社会と買替え社会になり、資産価値上がれば家もリ

フォームする必要がある。中古自動車の売買も増える。それに対応した税制になっ

ていない。消費税の福祉目的税化はおかしい。年金は一種の貯蓄だ。消費ではなく

所得に掛けるべきだ。掛け金を現在と同じ比率にするには２０歳から６９歳が労働
人口である必要がある。年金は結局雇用の問題だ。

西川：公債も買う人がいるのだから日本全体が借金だらけということでもない。年金も介
護も個々人の選択の自由を認める制度にすべきではないか｡

◎ドイツの総合安全保障政策を学ぶ・・・団塊ネット１７回勉強会案内

譲師：中島邦雄（通産省大臣官房技術審議官、元ジェトロハンブルグ次長）

東京、大阪、横浜といった大都市財政が危機的状態に陥り、地方財政の中央頼みが一層

強まりそうです。一方、日本再生の切り札とも言われる地方分権は財政や人材の壁もあっ

てはかばかしい進展を見せていません。ところが、環境問題や医療・福祉・商業の建て直

しなど地方政府が果たすべき役割は増加する一方です。

ドイツは連邦国家であり、元々地方政府の権限は大きい。従ってそのまま日本の参考に

するのは難しい。しかし安全かつ安心・安定した生活の確保という政府の機能の多くを地

方政府が担い、さらに産業政策、環境政策を通じ地方における総合安全保障を実現してい

るドイツから学べきものは少なくありません。

ヨーロッパ社民党政権の行方、とくにドイツの新政権の動きをレポートして産業政策、

技術政策の観点からドイツを眺めてきた中島審議官は、商業政策をヨーロッパ型へ転換す

るのに力を発揮した人物でもあり、その体験的ドイツ地方政府論は日本にとって大いに参

考になるかと思います。団塊世代の会員に限らず、興味のある方は参加して下さい。

＊３月１８日ＰＭ６時半より（６時開場）、会費３千円（軽食つき）、会場は神田の学士

会館。終了後講師を囲んで懇親会あり。問合わせ、申し込みは千場まで（西03-5689-8182

FAXO3-3818-1219）。

◎異文化体験の愉しみ

１２月１９日（土）に三麿寮で行われた「東大三腿国際学生宿舎留学生と三畷市民との

交流の集い」のシンポジュームの要旨を報告します。

＊ジャン゛プレゲンズ（三贋国際交流協会理事、ルーテル学院大学助教授）

４歳から１５歳はフィリピンで過ごしました。小学校で米人教師がフィリピンの子に質

問しても答えず、しつこく聞かれると泣いた。アジアでは沈黙は黄金だが、アメリカでは

沈黙に罪悪感を覚える、何か問題があると考える。教師になって自分が日本で英語を教え

る時に女の子に質問すると隣に聞く。無視された感じがする。しかし、違うやり方、考え

方があると考えると面白い。

＊藤原武平太（シャープ㈱専務東京支社長、Ｓ３４年入寮、元通産省、ブルガリア大使）

６８年にエール大学大学院に留学し管理工学、つまり「人をいかにうまく使うか、いか

に儲けるか」を勉強する。これが学問となることを不思議に思う。最初、３時間の議議の

間沈黙せざるを得ずつらい思いをした。アメリカの様な流動性の高い社会では.Silence
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